バックナンバー・センター(BNC)整理作業について by unknown
Titleバックナンバー・センター(BNC)整理作業について
Author(s)
Citation静脩 (1995), 32(2): 5-7
Issue Date1995-09
URL http://hdl.handle.net/2433/37333
Right
Type Article
Textversionpublisher
Kyoto University
用者と図書館との関係を，地動説の通じる今の
時代にもってこなければならない。そのために
は，図書館職員や図書館経営が，それぞれに分
散したままの教授会などに従属していては駄目
なのではないかと考え始めたのはその頃です。
附属図書館へ来て組織の一員として仕事をして
みて，ますますそう確信するようになりました。
　いわゆる調整が有効に機能しない原因は，理
学部・工学部のように教室図書室の寄せ集めで
実は分散状態というところ，旧来から部局図書
室として確立しているところ，さらには大学の
改革・改組の中でつくられてきた真空状態（図
書室がなく図書職員もいない学部・研究科・セ
ンター・施設）のところとそれぞれ違うかもし
れません。しかし，いずれにしてもこれまでの
ように言葉だけの「調整された分散」の中に逃
げ込むことのない，図書館組織の構築が求めら
れているのです。
　頃　1・二Tl選魎’1』
一、
　長期研修のなかで，まだまだ先のことと思っ
ていたインターネットを使った電子図書館構想
が，すぐに取りかからねばならない事業として
提起されました。そして，目録情報の充実，N
AC　S　I　S－I　L　Lの対応など相互利用の促進，
さらには資料の蓄積よりも情報の発信基地とし
ての役割を果たすようにと，強調されました。
　また研修中には，いくつかの大学での組織改
革の実例を聞く機会がありました。名古屋大学
の工学部では今春，各学科に所属していた図書
職員を学部図書掛の所属とし各学系図書室には
ここから派遣の形をとるという組織改革を実現
しました。これで，図書職員の流動性を確保し，
サービスの均一化と業務の効率化を獲得し，大
学院重点化への対応も可能にしたということで
す。遡及入力も進むようになったとか。
　筑波大学では学系ごとのサービス掛を再編整
備し，新たに図書館公開掛を設置しボランティ
アするなど大改革を行いました。サービスの充
実のために必要と考えられることは全館の総意
を集めて構想を練りやり遂げる熱意に感動しま
した。アイデアを出して実現出来ると楽しいで
すよと話されたのが印象的でした。
　学内でも，事務機構改善検討委員会や附属図
書館将来構想検討委員会が発足し，商議会のな
かの専門委員会も動きだしました。整理業務の
合理化と利用者サービスの窓口をいかに漏れな
く適正に配置していくかが，ポイントになって
くると思います。技術革新の流れと，現実の落
差の大きさこそが，これまで無力感に陥ること
の多かった図書館組織の見直しを急速にすすめ
る要因になるのかもしれません。
　京都大学の場合「大学改革における図書館の
対応」はこれからです。
　「調整された分散」の理念を真に生かすため
には，教官の自治の単位に従属させずに図書館
員の創意を仕事に生かせる組織体制を確立する
こと，それでこそ教官をはじめ利用者の要求を
正確に受けとめたサービスが出来るようになる
のではないかと思います。
バックナンバー・センター（BNC）整理作業について
　昭和56年3月の商議会で設置が決まったBN
C書庫は，増え続ける雑誌のために次第に手狭
なものとなっており，場所によってはタイトル
が集中し，排列の乱れや十分な配架スペースが
とれないなどの間題が出てきた。
　そこで，今回，館員が一丸となり，BNC書
架スペースの拡張を図り，同時にアンバランス
な配架を見直して，雑誌の適正配置を行った。
　作業を行ったのは地下の下図の範囲で，Aブ
ロ・ソク（161列，16万冊）の雑誌をBブロック（22
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列，2万冊　和雑誌先頭側から），Cブロック（13
列，1万冊　洋雑誌末尾側から）に延長して配
架する，というものである。また，大型本につ
いては，側壁書架に別置することで対応するこ
とにした。
Bブロック　Cブロッタ
????
1、作業内容
　作業内容は，準備段階から実際の移動作業ま
で，およそ4段階に分かれる。
（1）棚配置現状調査（6月中旬～7月中旬）
　新たな配置図を描くためには，まず現在の雑
誌の配架状況を把握しておかなければならない。
調査したデータは，以下の3点である。
　B　N　C番号ごとに，その雑誌が現在占めてい
る幅を記録する。
　新配置においては，ある程度の増加分を見込
んだスペースを確保する必要があるため，その
基礎となる年間の増加幅をB　N　C番号ごとに記
録する。
　大型本については，別置によって対応するた
め，規準となる大きさ以上のものを高さを計っ
て記録し，区別できるようにする。
　これらのデータは，機械処理によって棚を割
付ける際の基礎データとなるものである。
（2）データ入力作業（～7月25日）
調査して得たデータを機械処理するための入
力作業を行った。これは，データベースに登録
されているデータからBNC番号と継続記号（＋）
のみを出力したファイルに追加入力するという
方法をとった。データ件数は，和雑誌で4，605
件，洋雑誌で4，459件であった。
（3）データ編集・計算処理（～8月4日）
　入力されたデータを集計し，それをもとに，
現状の分析を行った。今後の受入れ態勢，配架
要領などがこれによって決定される。主な集計
結果は以下に示すとおりである。
　まず，現段階における書架の使用分は6，369
段，拡張分を含めて残りの空き棚は3，517段であ
る。また，継続タイトルの年間増加分が255段で
ある。これについては，5年分を見込むことと
した。なお，一連につき，和雑誌は6段，洋雑
誌は5段に組むこととして計算をしている。
　こうして立てた見込みをもとに，棚の割付を
機械処理によって行った。移動作業の際必要と
される項目として，BN　C番号ごとに新配置場
所の列・連・段と，棚の左側から何cmのところ
に当該タイトルの先頭が位置するかという数値
の4種類を計算させることにした。移動作業時
の混乱を防ぎ，できるだけ作業が機械的に行え
るようにと配慮した結果の項目である。最終的
に，和雑誌を85列（8万冊〉洋雑誌を111列（！1
万冊）に配分することになった。
（4）移動作業（8月7日～15日：夏季休館中）
　作業は，上記の項目をB　N　C番号毎に打出し
たスリップを，1枚1枚現物に添付し，スリッ
プの表示に従って雑誌を新配置場所に移動させ
ていく，という方式をとった。この方式がもっ
とも効率的と判断したためである。また，移動
したあとの棚を新配置用に揃える作業も並行し
て行った。作業割当は，1日5時間（午前／午
後），2人一組で和，洋雑誌それぞれ3～4組
で，附属図書館全職員が交替で行った。
2．まとめ
　いくつかデータの誤りがあったが，おおむね
計画どおりの再配置を行うことができた。
　残された作業としては，現状調査によって明
らかになった，データベースに登録されていな
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い雑誌データの入力がある。できる限り速やか
に行う予定である。
　なお，今回の作業で拡張スペースに割当られ
たB，Cブロックは，BNC第一次搬入時にお
ける重複雑誌を仮置きしていたスペースであり，
それら重複分を別ブロックヘ移動することによ
って設けられたものである。その作業は平成6
年から7年度にかけて行われた。
　その他，BNCについては，未整理の搬入分
について，BNCへの組み込み，重複雑誌の不
用決定の手続き等の処理が残っている。
耀蟻
…懸鰻無
実習会場
　学術情報の流通手段として，インターネット
の関心と重要1生はますます高まりつつある。今
や研究者のみならず教育研究を支援している職
員もインターネットを自由に使いこなすことが
職務上要求されている。このため，インターネ
ットに関する最近の動向を知り，利用に関する
基礎的な技術を習得していただくことを目的と
して，学術情報ネットワーク機構・附属図書館・
大型計算機センター・情報処理教育センターと
の共催で，井村総長（機構長）の挨拶に始まり，
講義と実習が次のとおり開催された。
日時：平成7年9月18日（月）
　　　　　　　13：00～16：00
　　　　　　9月19日（火）
　　　　　　　　9：00～12：00
　　　　　　　13：00～16：00
　　　　　　9月20日（7敦）
　　　　　　　　9：00～12＝00
　　　　　　　13：00～16：00
会場：農学部講義室W－100（18日）
　　情報処理教育センター講義室
　　　　　　　（19・20日）
　参加者は図書館職員・一般事務職員及び技術
職員等290名であった。全体講演と実習から構成
され，実習は60名ずつに分かれ，19・20日の両
日のいづれかの午前又は午後に受講した。
　本年度，附属図書館の秋季展示会及び講演会
は総合人間学部との共催で，下記の予定で準備
が進められています。
＜展示会＞
テーマ　：　「舎密局から三高へ」
開催期間＝平成7年10月16日（月〉～
??
10月27日（金）
　　　　12日間（土日開催）
会場：附属図書館展示ホール（3階）
展示内容：
　パネル展示
　旧三高関係史料約40点を写真パネルで展示
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